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令和４年１２月１９日（月）   
４年「だれにもやさしい稲田っ子」集会 

12 月 8 日（木），ロング昼休みに「だれにもやさしい稲田っ子」集会を開催しました。 
読み聞かせボランティアの岡野さん，渡邉さん，三村さん には，集会に合わせた「けんかともだち」と「ねずみくんのき

もち」の読み聞かせをしていただいた後，各クラスの代表からクラスで話し合って決めた「いじめゼロ宣言」を発表しまし
た。この宣言は，2階廊下の人権コーナーに掲示してあります。クラスで決めた宣言をいつも思い出して行動できるよう，意
識づけをしていきます。私からは，11 月の笠間市人権教育講演会で講師の腰塚隼人様が述べていた 5 つの誓い（①口は人を
励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。②目は人のよいところを見るために使おう。 ③耳は人の言葉を最後まで聴い
てあげるために 使おう。④手足は人を助けるために使おう。⑤心は人の痛みがわかるために使おう。）を伝えました。 

各クラスの「いじめゼロ宣言」を紹介します。 

各クラスの「いじめゼロ宣言」 
１の１                        ５の１     
一 なかまはずれをつくらないで，なかよくいっしょに遊 一 言葉は刃物だから使い方を間違えると厄介な凶器になる。だ 

びます。                        から，友達と仲良くする。 
一 「やめて」といわれたら，「ごめんね」といえるよう 一 誰にも優しく自分がされて嫌なことはしない。ずっと笑顔で  
 になります。                     いる。 
一 うれしくて，やさしいことばをつかいます。     一 思いやりを大切にし，相手の気持ちを考えて行動する。 
２の１                        ５の２ 
一 わる口を言わない。                一 自分がやられていやなことは人にしない。           
一 友だちがいやがることはしない           一 人の気持ちを考えて行動する。 
一 いじめられている人がいたら，すぐたすける。    一 どんなことがあっても一人でかかえこまない。 
３の１                                               ６の１ 
一 思いやりをもち，やさしくする。          一 いじめの言葉はいわない，聞かない，許さない，一人一人が 
一 一人一人が気持ちを考え,人の悪いところを言わない。  責任者 
一 差別をせず，友だちの話を聞いたり，たすけ合ったり 一 立ち止まって考えよう，自分の心の弱い部分 

する。                       一 あなたは気づかぬうちに心に傷を負わせている。それを治す 
４の１                            には，あなたが必要 
一 みんな平等にせっする。               
一 ぼう力をしない，ぼう言をはかない。 
一 だれにでも親切にして，仲よくする。 

3 年 校外学習 
 12 月 15 日(木)，3年生が笠間警察署と笠間市消防本部に行ってきました。 
笠間市消防本部では，消防士の方から消防のしくみや消防士の仕事などの

説明を聞きました。説明を聞いた後，実際に消防車や救急車，消防本部内の
見学をしました。仮眠室や食堂，浴室，訓練している場所なども見学させて
いただき，消防士の一日の生活を知ることができました。また，煙体験も行
い，煙の中ではハンカチなどで口を覆い，低い姿勢で歩くことが大切である
ことを学びました。 

笠間警察署では，警察官の方から警察のしくみや警察官の仕事，地域の安
全を守る働きなどの説明を聞いて，たくさん質問に答えていただきました。
その後は，警察官が身に着けている帽子やヘルメット，防弾チョッキなども
着用させていただきました。外では，全員パトカーや白バイに乗車させてい
ただきました。子供たちは，とても大喜びでした。 

3 年生は社会科の「くらしを守る」という単元で消防や警察について学習しています。実際に自分の眼で見て，体験する
ことで，学習の理解も深まったことでしょう。 

読み聞かせボランティアによる読み聞かせ 1 年生の「いじめゼロ宣言」の発表 読み聞かせを聞いている様子 
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